
高萩市市民憲章

ザ 、 自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう
｢ 1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 ．礼儀を正しくし､うるﾖｦ,”る識ﾌくりましょう

1 元気d動き､豐かなまちをつくりましょう

,思いやりのある、あだだかいまちをつくりましょう』
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～保健婦活動～

市民の健康づくり

をめざして

惨
後
列
左
か
ら
、
五
島
、
草
野

小
泉

前
列
左
か
ら
、
野
口
、
松
井

健
康
で
あ
る
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
病
気
の
早
期
発
見
が
目
的
で
す
。

こ
れ
に
は
、

乳
幼
児

七
か
月
児
健
診
、
一
歳
六
か
月
児
健

診
、
二
歳
児
歯
科
健
診

旨
刀
吊
Ｉ
ぞ
■
て
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Ｆ
矛
引
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５
４
苛
毛
１
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三
皇
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ｉ
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五
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■
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！
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Ｆ
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ｚ
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■
亭
Ｅ
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１
１
丁
王
豈
日
貞
翌
弓
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ｆ
鷺
日
詑
■
匹
孔
量
苦
■
■
呈
砺
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引
ロ
弓
五
匁
丁
■
』
§
工
匡
里
ｉ
Ｆ
Ｉ
－
ａ
ｕ
出
Ｉ
昼
目
鼻
旦
茜
便
日
凸
里

現
在
、
市
に
は
五
人
の
保
健
婦
が
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動

内
容
は
広
く
、
市
内
全
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
分
担
し
て

受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

保
健
婦
の
仕
事
は
、
健
康
な
人
か
ら
病
気
で
床
に
つ
い
て

い
る
人
ま
で
、
す
べ
て
の
市
民
を
対
象
に
、
健
康
上
の
相
談

や
正
し
い
知
識
の
普
及
な
ど
を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
主
な
保
健
婦
活
動
の
紹
介
と
、
乳
が
ん
自
己
検

診
法
・
冑
集
団
検
診
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

健
康
診
査
・
集
団
検
診

〈
）

苛
脚

乳幼児の健診をうけたい

（7か月児、 1歳6か月

児、 2歳児）

舞露烏”

成
人一

般
健
康
診
査
、
結
核
検
診
、
胃
集

団
検
診
、
婦
人
か
ん
検
診

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

会
場
で
は
、
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

な
人
に
は
助
言
を
行
い
、
ま
た
早
期
発

見
の
た
め
の
講
話
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
過
ご
し
方
や
よ
り
よ
い
た
め
の
講
話
、
そ
の
他
老
人
ク
ラ
ブ
や
ま
た
、
地
区
に
出
向
い
て
も
実
施
し

食
生
活
、
家
族
に
病
人
が
出
た
と
き
の
地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
時
な
ど
、
健
て
い
ま
す
．

介
護
法
、
あ
る
い
は
育
児
に
関
し
て
の
康
に
関
す
る
講
話
を
し
て
い
ま
す
。

知
識
・
情
報
な
ど
を
、
い
ろ
い
ろ
な
か

め
品
品
品
品
品
品
品
品
‐
品
品
品
品
＆
‐
品
品
品
品
‐
品
品
品
品
品
品
‐
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品

健
康
教
育

成人病について検診や生活指

導などをうけた

静
｡

、◎

悪
へ

軍 d/

「（

た
ち
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

学
ん
で
い
く
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
と
し
て
、
妊
婦
教
室
や
婚
前
学
級

が
あ
り
ま
す
。

随
時
、
行
っ
て
い
る
も
の
に
は
高
血

圧
教
室
（
一
般
健
康
診
査
後
血
圧
が
高

か
っ
た
市
民
を
対
象
）
、
が
ん
予
防
の

た
め
の
講
話
、
そ
の
他
老
人
ク
ラ
ブ
や

地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
時
な
ど
、
健

康
に
関
す
る
講
話
を
し
て
い
ま
す
。

妊娠中の生活、出産などの

注意を知りたい
（
）

ハ
窪
廻
偏
バ
ゾ
一

家族計画などについて相談

したい

育
児
や
し
つ
け
の
問
題
、
自
分
の
血

圧
値
を
知
り
た
い
、
塩
分
の
量
を
控
え

る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
な
ど
、

健
康
に
関
し
て
不
安
や
聞
き
た
い
こ
と

か
あ
る
時
な
ど
、
保
健
婦
が
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
定
期
的

に
毎
週
土
曜
日
（
午
前
九
時
～
十
一
時
）

と
毎
月
第
一
水
曜
日
（
午
後
一
時
～
三

時
）
に
行
っ
て
い
ま
す
。

や
身
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
の
介
護

の
仕
方
な
ど
、
家
庭
に
出
向
い
て
助
言

を
し
た
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診

健
康
相
談

家
庭
訪
問

諺
ー

ねたきりの人の介護や栄養

について指導をうけたい

般
健
診
等
の
結
果

"…，潤掌万増懲くば週‘ (2)



自
己
検
診
は
、
生
理
が
終
わ
っ
た
四

～
五
日
あ
と
、
ま
た
閉
経
し
た
人
は
、

毎
月
、
日
を
決
め
て
行
い
ま
す
。
も
し
、

し
こ
り
が
み
つ
か
っ
た
ら
す
ぐ
外
科
医

に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
で
は
、
毎
年
婦
人
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
際
乳
が

ん
の
自
己
検
診
法
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
八
年
の
い

①
鏡
の
前
で
両
手
を
下
げ
た
と
き
と
上

げ
た
と
き
の
乳
房
の
形
、
大
き
さ
、
皮

膚
の
ひ
き
つ
り
等
を
見
ま
す
。
ひ
き
つ

り
か
あ
る
よ
う
な
と
き
は
要
注
意
で
す

②
あ
お
向
け
に
寝
て
反
対
側
の
手
指
で

乳
房
を
外
側
か
ら
内
側
に
、
次
い
で
内

側
か
ら
外
側
に
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て

乳
が
ん
は
、
死
亡
率
は
低
い
の
で
す

が
、
毎
年
の
よ
う
に
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
他
の
が
ん
と
違
っ
て
〈
自

分
で
発
見
で
き
る
唯
一
の
が
ん
〉
な
の

で
す
。
早
期
に
発
見
す
れ
ば
百
パ
ー
セ

ン
ト
近
く
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
進

ん
で
自
己
検
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

さ
わ
っ
て
ノ
、
だ
さ
い

乳
が
ん
の
発
見
は

自
分
の
手
で

し
こ
り
が
あ
っ
て
も

『
が
ん
』
と
は
限
ら
な
い

乳がん自己検診は5人に1人／ ず
れ
か
に
婦
人
が
ん
検
診
を
受
け
た
人

に
、
そ
の
後
実
際
に
自
己
検
診
を
行
っ

て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

次
に
、
今
年
の
冑
集
団
検
診
の
際
に

数
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
受
診
さ
れ
た
人
の

年
齢
、
受
診
回
数
、
受
診
理
由
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

年
齢
構
成

五
十
代
、
四
十
代
、
六
十
代
、
三
十

代
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
差
は

胃
の
集
団
検
診

|
している

{12.7％）代
代
代

０
０
０

３
４
５

しでいない:霧;(35.7％）

画

(23.7％） (23.6％）

ー
60代
以上

(25.0％）

孔
、
、
ノ
〃 ’全体 (29‘3％）(20．0％）

※アンケーl､回答者839人 高萩市
浸
透
し
て
い
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
す
。

受
診
理
由

「
健
康
に
注
意
す
る
年
齢
に
な
っ
た

た
め
」
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
が
、

「
胃
の
調
子
が
悪
い
た
め
」
が
十
八
％

あ
り
、
二
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ら
れ
ま
せ
ん
。

受
診
回
数

「
五
回
以
上
」
は
、
全
体
の
四
分
の

一
強
を
占
め
て
お
り
特
定
の
人
に
は
、

昭和59年度胃集団検診アンケート回答集計

1 ． 受診回数
記入なし12人

期間: S.59. 7. 2～14 (12日間）

受診者数: 1,112人

アンケー|､回答者：

1,101人

調査方法：検診希望者に問診表とと

もにアンケート用紙を配布し、受

診時回収した

胃
集
団
検
診
を
受
け
た
人
は
、
今
年

一
、
二
二
人
で
し
た
。
年
々
、
受
け

る
人
が
わ
ず
か
で
す
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
自
分
の
か
ら
だ
、
健
康
に
関
心

が
持
た
れ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
一
度
も
受
け
た
こ
と

が
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
症
状

か
出
な
い
う
ち
に
、
進
ん
で
受
け
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

ー.

診者の県平均は

(S.56年度）
一一

約30％

2． 受診理由（複数回答）

1 .健康に注意すそ

年齢になった ノ ’813人(73.8%)

2,胃の調子が

悪いため
198人(18.0%)

3. 1m縁者等にがん

死亡者があるため
185人(16．8%)

4周囲の人にすす

められたため
36人（3.3％）

36人（3.3％）5.そ の 他

『
’
一

6回答な し 6人(0.5%)

(3)
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。

25.2％） 〃蛎溺〃 （25.1％）



今
年
の
大
会
は
、
九
十
三
チ
ー
ム
が

参
加
し
八
月
二
十
五
日
か
ら
、
日
曜
日

ご
と
に
六
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。決

勝
戦
は
、
十
月
七
日
に
パ
ワ
ー
ズ

対
電
電
高
萩
で
行
わ
れ
、
四
ｌ
｜
で
パ

パ
ワ
ー
ズ
が
一
一
回
目
の
優
勝
／

第
十
二
回
市
長
杯
争
奪

軟
式
野
球
大
会

ポーツの秋
●
ｒ
●

～体力づくり

健康づくりに～

七
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た

男
子
優
勝
秋
山
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

女
子
優
勝
駒
木
原
マ
マ
ソ
フ
ト

十
月
七
日
、
十
日
の
二
日
間
、
高
浜

運
動
広
場
で
、
第
五
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
男
子
二
十
チ
ー
ム
、
女
子

ワ
ー
ズ
が
二
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

優
勝
パ
ワ
ー
ズ

準
優
勝
電
電
高
萩

第
三
位
助
川
電
気
工
業
㈱

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｕ

最
優
秀
選
手
賞
渡
辺
恭
伸

（
パ
ワ
ー
ズ
）

敢
闘
賞
飛
田
博
行

（
奉
弓
奉
呈
酉
哩
秋
）

打
撃
賞
田
口
滋
美

五
割
七
分
（
パ
ワ
ー
ズ
）

市
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

（
》

搦
識

十
月
七
日
⑧
、
高
浜
連
動
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
第
三
十
六
回
市
民
軟
式
庭

球
大
会
が
、
百
六
チ
ー
ム
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

一
般
男
子
飛
田
・
鈴
木
剛
組

一
般
女
子
水
上
・
熊
谷
組

壮
年
米
村
・
谷
田
部
組

中
学
男
子
尾
藤
・
稲
沢
組

中
学
女
子
高
橋
・
瀬
戸
組

十
月
十
四
日
日
、
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
た
第
十
回
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
に
は
男
子
六
チ
ー
ム
、
女
子
九
チ
ー

ム
が
参
加
し
技
を
競
い
ま
し
た
。

男
子
優
勝
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｃ

女
子
優
勝
愛
好
会
Ｂ

蕊

市
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

市
民
軟
式

庭
球
大
会

十
月
七
日
日
、
高
浜
す
も
う
場
で
、

高
浜
少
年
す
も
う
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
大
会
に
は
、
市
内
の
ほ
か
、
日

立
市
や
北
茨
城
市
な
ど
か
ら
十
二
チ
ー

ム
の
豆
力
士
が
集
ま
り
、
参
加
者
は
約

九
十
人
、
応
援
者
を
合
わ
せ
る
と
約
百

五
十
人
に
な
り
ま
し
た
。

団
体
優
勝
日
立
市
チ
ー
ム

個
人
優
勝
（
敬
称
略
）

一
・
二
年
黒
沢
大
志
（
日
立
市
）

三
年
鹿
野
龍
一
（
北
茨
城
市
）

四
年
棚
橋
基
紀
（
駒
木
原
）

》舜一毎歩託》一幸》弓》で》》５シ誰》令も》》雰一》《舜要詮シ《

『
…
～
俶
墹
Ｉ
…
Ｉ
ｉ
ｆ
ｆ
Ｉ
ｉ
刊
隅
捕
畷
側
崎
棚
閣
糊
刊
製

が
ん
ば
れ
豆
力
士

〃
科
学
万
博
″

移
動
展
が
開
か
れ
る

科学博
だより

（
｝

燕蕊嘩

…'85

五
年
岸
寛
明
（
那
珂
湊
市
）

六
年
鎌
田
健
（
日
立
市
）

"…ﾗ科学万圃懲<Iざも5 (4)



県
の
婦
人
海
外
派
遣
団
「
婦
人
の
つ

ば
さ
」
に
、
今
回
高
萩
市
か
ら
た
だ
一

人
参
加
し
た
小
林
静
江
さ
ん
（
有
明
町
）

は
、
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
六
日
ま

で
の
十
一
日
間
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ

両
国
の
進
ん
だ
婦
人
活
動
の
実
態
を
祝

一

海
外
の

婦
人
活
動
を
視
察

〃
婦
人
の
つ
ば
さ
″

十
月
二
日
㈹
、
大
相
撲
秋
場
所
で
、

み
ご
と
幕
内
優
勝
を
飾
っ
た
多
賀
竜
関

令
恥
、力
も
と
横
綱
柏
戸
の
鏡
山
親
方
と
と

も
に
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

多
賀
竜
関
は
、
市
長
・
副
議
長
に
優

勝
の
喜
び
を
伝
え
、
今
後
も
一
層
の
努

力
を
す
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
賀
竜
関
の
来
庁
を
聞
き
つ

〃
会
心
の
笑
顔
〃

カナダでホームステイする小林さん(左）

あ
ち
ら
は
、
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
盛
ん
で
す
。
日
本
で
も
最
近
は
ず

い
分
広
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
あ
ち

ら
で
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
育
て
あ
げ
て
い
る
の
で
、

自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
溶
け
込
め
る

よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
大
学
に
は
、

婦
人
の
開
放
講
座
が
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な

察
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
形
で
婦
人
の
教
育
の
場
が
罐

「
婦
人
の
つ
ば
さ
」
は
、
一
昨
年
か
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。
矛

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
三
回
目
、
県
こ
と
か
ら
、
婦
人
の
社
会
去

内
の
各
市
町
村
で
地
域
活
動
に
従
事
す
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

る
婦
人
た
ち
が
、
海
外
視
察
で
視
野
を

今
度
の
視
察
で
良
か
つ

広
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
の
は
小
林
答
ん
を
〈
鳳
膜
ん
な
こ
と
で
す
か
，
’

た
三
十
一
人
、
今
年
の
目
標
は
、
「
生
「
自
然
の
雄
大
さ
や
、
ち
り

涯
教
育
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
会
活
動
て
い
な
い
ま
ち
の
き
れ
い
さ

と
地
域
活
動
」
と
い
う
こ
と
で
す
．
ま
し
た
。
特
に
、
カ
ナ
ダ
で

小
林
さ
ん
を
訪
ね
て
お
話
を
伺
っ
て
庭
に
民
泊
し
た
と
き
は
、
暖

き
ま
し
た
。
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

「
自
然
の
雄
大
さ
や
、
ち
り

形
で
婦
人
の
教
育
の
場
が
確

の
で
す
か
？

け
て
集
ま
っ
た
約
二
百
人
の
市
民
の
前

で
も
、
多
賀
竜
関
、
鏡
山
親
方
か
ら
喜

び
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
集
ま
っ
た
市
民

か
ら
盛
大
な
拍
手
と
暖
か
い
声
援
が
送

ら
れ
る
中
で
、
多
賀
竜
関
は
会
心
の
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
も

ー

一
つ
落
ち

て
い
な
い
ま
ち
の
き
れ
い
さ
に
は
驚
き

ま
し
た
。
特
に
、
カ
ナ
ダ
で
現
地
の
家

庭
に
民
泊
し
た
と
き
は
、
暖
か
い
心
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
留
学
し
て
い

る
娘
に
も
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
Ｉ
》河

川
博
が
開
か
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
オ

ー
リ
ン
ズ
で
は
、
ハ
ッ
ピ
を
着
て
科
学

万
博
音
頭
も
披
露
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

小
林
さ
ん
は
、
現
在
、
民
生
委
員
や

オ
パ
ー
ル
婦
人
会
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
視
察
の
体
験
を
生
か
し
て
、
さ
ら
に

力
を
尽
く
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

立
さ
れ
、

訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
婦
人
の
社
会
参
加
は
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
＆

た
こ
と
は

斉
藤
さ
ん
宅
（
高
萩
八
一
九

三

二

で
、
こ
の
ほ
ど
手
づ
く
り
に
よ
る
姫
路

城
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
姫
路
城
は

す
べ
て
銅
製
、
細
か
い
技
術
が
施
さ
れ

は
ん
と
う
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

斉
藤
さ
ん
が
、
銅
板
を
使
っ
た
工
芸

（
銅
工
芸
）
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い

た
の
は
、
三
年
ほ
ど
前
、
日
製
の
日
立

工
場
を
退
職
さ
れ
て
か
ら
、
老
化
防
止

に
と
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。
か
ね
て

か
ら
〃
銅
〃
に
つ
い
て
は
、
知
識
も
豊

か
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
も
ち
前
の
器
用

技術と根気の結晶

姫路城が
完成／

ー

手づくりの銅工芸に意欲

を燃やす斉藤任三さん

（65才）

さ
が
相
ま
っ
て
、
銅
工
芸
の
ア
イ
テ
ア

を
思
い
つ
い
た
そ
う
で
す
。

一
作
目
は
「
船
」
を
手
が
け
、
そ
の

後
パ
リ
の
「
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
」
や
「
薬

師
寺
」
、
「
東
京
タ
ワ
ー
」
と
、
次
々

に
す
ば
ら
し
い
作
品
を
製
作
、
今
度
完

成
し
た
「
姫
路
城
」
は
、
斉
藤
さ
ん
の

五
作
目
の
作
品
で
す
。

こ
の
「
姫
路
城
」
の
製
作
に
と
り
か

か
っ
た
の
が
、
今
年
の
三
月
、
完
成
ま

で
約
半
年
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
実
際

に
現
地
に
お
も
む
き
、
写
真
を
と
り

模
型
を
手
に
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

大
き
な
銅
板
を
み
が
い
て
、
細
か
く
切

っ
た
り
、
折
っ
た
り
、
模
様
を
入
れ
た

り
・
・
・
…
た
い
へ
ん
な
技
術
と
根
気
が

い
る
手
作
業
で
す
。
毎
日
、
製
作
に
明

け
暮
れ
、
す
ば
ら
し
い
作
品
が
出
来
上

が
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
完
成
す
る
ご
と
に
、
手
づ
く
り

の
楽
し
み
が
わ
い
て
き
て
、
技
術
も
さ

ら
に
向
上
し
、
ま
た
次
の
作
品
へ
の
意

欲
が
わ
い
て
来
る
と
い
う
斉
藤
さ
ん
、

次
は
、
成
田
山
の
大
塔
を
計
画
し
、
す

で
に
準
備
に
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

体
が
じ
ょ
う
ぶ
な
う
ち
は
、
庭
に
十

価
ぐ
ら
い
並
べ
て
、
三
人
の
子
ど
も
た

ち
に
も
分
け
て
あ
げ
た
い
と
、
意
気
満

々
、
う
れ
し
そ
ゞ
７
に
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

斉
藤
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
お
母
さ
ん

の
三
人
暮
ら
し
。
「
高
萩
は
、
静
か
で

災
害
も
少
な
く
、
ほ
ん
と
う
に
よ
い
所

で
す
Ｊ
と
奥
さ
ん
の
ト
メ
ノ
さ
ん
。

健
康
に
気
を
付
け
て
、
ま
た
作
品
を

拝
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。

(5） テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 1 51 ． 1 152です



伝
九
月
二
十
七
日
附
高
萩
市
商
工
会

館
建
設
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
、
高
萩
土
木
事
務
所
の
と
な

り
（
下
手
綱
小
島
）
で
、
来
年
の
二
月

に
完
成
の
予
定
で
す
。

》
爵
》

《
電志
》

忠
一

認
零

灘

▲10月1日（月） 共同募金運動(12月31B

まで）が始まり、駅前で市の三役をはじ

め社会福祉協議会関係者樋Zお､朝の
通勤、通学の市民に赤い吻榎薑金の協力
を呼びかけました。

’ 一一

灘蕊識蕊職蕊蕊鋤蝿箪凝1＃

癖織
猫

吟…
（
）

や
勘

十
月
十
四
日
⑧
勤
労
冑
少
年
ホ
ー
ム
前

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
船
Ｌ
型
Ｓ
Ｌ
を
囲
ん

で
、
国
鉄
高
萩
Ｏ
Ｂ
会
員
約
六
十
人
が
集
ま

り
、
百
十
二
回
目
の
鉄
道
記
念
日
を
祝
い
ま

し
た
。
こ
の
Ｓ
Ｌ
は
市
の
委
託
を
う
け
司
船
Ｌ

を
守
る
会
が
管
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ぐ

▲10月1日、 2日の2日間、家畜市場で第17回高萩

市肥育牛共進会が開|崔され､50頭が出品されました。

名臺當には、島名の小堀捨吉さんの、友二号〃が選

ばれ、関係者から祝福の拍手を受けていました。

六
年
生
に
な
っ
た
と

き
、
ち
ょ
う
ど
植
物
の
好
き
な
理
科
の

先
生
が
担
任
に
な
り
、
ク
ラ
ブ
も
科
学

ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。

植
物
と
の
ふ
れ
あ
い

ク
ラ
ブ
の
時
間
に
は
、
関
根
川
の
土

手
で
花
を
観
察
し
た
り
、
川
で
魚
を
と

っ
た
り
、
山
登
り
や
和
紙
つ
く
り
を
し

本
か
気
に
入

ま
し
た
‐

あ
る
図
書

の
時
間
、
植

物
図
鑑
を
見

て
私
は
そ
の

い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は

匡画

貝

=つ

－戸

(ｰ
、

も
勘

し､

そ
の
本
を
何

続
自
然
か

⑫て
し
‐
ま
い（

》

雛
議撚識謀蕊懸､蕊織溌溌

私
が
五
年
生
の
と
き

に
、
花
の
好
き
な
先
生

に
出
会
い
、
そ
の
と
き

か
ら
柚
物
に
興
味
を
持

ち
始
め
ま
し
た
。
先
生

は
か
り
で
は
な
く
、
気

が
合
っ
た
友
だ
ち
も
、

父
も
母
も
花
が
好
き
で
、

家
に
た
く
さ
ん
植
え
て

あ
り
ま
し
た
。

F鳶:箔

啓､戟串

談､錦
喝馥 鷺､

: 』, i
-,#， f

屯、罰 唱

鯵鷺

高
萩
中
一
年
宮
本
美
智
子

度
も
読
み
返
し
、
か
わ
っ
た
花
や
、
私

好
み
の
花
の
名
前
を
覚
え
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
名
前
を
知
っ
て
い
る
か
ら

み
ん
な
か
ら
「
植
物
が
好
き
な
人
」
と
、

思
わ
れ
る
よ
『
７
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。自

分
で
、
た
だ
植
物
が
好
き
だ
と
思

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
種
か
ら
芽

が
出
て
花
を
咲
か
せ
て
い
く
変
化
が
お

も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
野

草
の
生
長
の
移
り
変
り
を
観
察
す
る
の

が
大
好
き
で
す
。
私
は
、
学
校
の
行
き

帰
り
、
道
端
の
花
を
見
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
ブ
タ
ナ
な
ど
そ
の
季
節
々
々
に

咲
く
植
物
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を

教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

＞

↓つ（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

霧

学
学

ご…霊

鶏

う●

vさ-コ

④鰯 響
議
轄 噂 灘"

蕊 汁悪

『総鈴可 ． 角 ‘， パ端苫謡

ブタナ(キク科） 数はへったが市内
全域にもある帰化植物

厳…よ，科学万蝋くぱ85 (6)



「
市
人
尼
」
と
い
う
の
は
人
の
集

ま
る
市
に
あ
ら
わ
れ
て
、
芸
を
し
た
り
、

と
き
に
は
色
を
売
っ
た
り
し
た
女
性
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
水
府
志
料
」
に
、

「
応
徳
中
、
松
原
千
軒
未
ダ
減
ビ
ズ
」

と
あ
る
。
応
徳
年
間
二
○
八
四
’

○
八
五
）
は
、
ち
ょ
う
ど
後
三
年
の
役

の
年
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
に
松
原
千

崎
が
で
て
く
る
の
は
、
八
幡
太
郎
義
家

曽根田郁夫氏が来市 ノ

脚､“、
騒史('08)q

赤浜妙法寺過去帳

（九十七）

志田諄一

去
る
九
月
四
日
㈹
参

議
院
議
員
の
曽
根
田
郁
夫

氏
が
、
身
体
障
害
者
療
護

施
設
の
『
愛
正
園
』
（
安

良
川
）
を
訪
れ
、
入
園
者

の
声
を
直
接
聞
い
た
り
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

様
子
を
見
た
り
し
て
、
そ

の
実
情
を
視
察
し
ま
し
た
。

曽
根
田
氏
は
、
こ
れ
よ

り
先
、
市
役
所
に
市
長
、

議
長
を
訪
ね
、
懇
談
を
重

ね
ま
し
た
。

の
奥
州
征
伐
と
松
原
千
軒
を
結
び
つ
け

た
も
の
で
、
史
実
で
は
な
い
。
し
か
し
、

高
萩
・
安
良
川
の
海
沿
い
の
地
が
、
か

つ
て
繁
栄
し
て
い
た
、
と
い
う
伝
承
が

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

「
柴
田
清
蔵
手
記
」
に
よ
る
と
、
明

治
元
年
二
八
六
八
）
と
六
年
に
高
萩

市
有
明
町
付
近
か
ら
の
古
銭
の
出
土
を

報
じ
て
い
る
。
明
治
六
年
十
二
月
三
十

日
に
、
「
は
ま
の
新
田
」
か
ら
三
十
六

貫
文
（
三
六
○
○
枚
）
も
の
銭
を
掘
り

だ
し
た
。
と
い
う
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
．
三
十
九
年
に
も
、

有
明
町
二
丁
目
の
地
下
か
ら
大
量
の
古

銭
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
銭
は
北
宋

銭
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
新
鋳
の
永

楽
通
宝
も
か
な
り
ま
じ
っ
て
い
る
の
で
、

室
町
時
代
ご
ろ
に
、
こ
の
地
で
市
が
開

か
れ
た
り
、
高
戸
の
浜
に
物
資
を
積
ん

愛
正
園
で
入
園
者
の
声
を

ｑ
聞
く
曽
根
田
氏

溌
驚
き

念

瀞
鍵
驚

一一錘

撹
塞『

蕊

ー

鴬雛

癖蕊

み
そ
汁
…
油
を
使
わ
な
い
実
を
除
い

鐸
お
し
ら
せ
舞
謹

た
も
の
一
杯
分

■
●
中
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
Ｂ
■
■

漬
け
物
：
・
塩
漬
け
、
ぬ
か
漬
け
、
た

〃
塩
分
〃

く
あ
ん
の
み
。
三
ｍ
厚
さ

一
切
れ

と
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

高
萩
市
食
生
活
改
善
連
絡
会

来
る
十
一
月
二
十
三
日
㈲
、
二
十
四
連
絡
先
衛
生
課
保
健
婦

日
出
の
消
費
生
活
展
で
、
各
家
庭
の
み
そ
雪
一
三
一
二
二
内
線
三
六
四

揃
辮
餓
萄
諏
躁
塞
蝿
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

ま
た
、
ち
ょ
う
ど
良
い
塩
分
の
み
そ
目
的

汁
と
漬
け
物
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
を
開
き
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

ま
す
。
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
お
早
す
い
時
期
を
迎
え
て
、
火
災
予
防
思

目
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の

動
Ⅲ
圧
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産

三
一
三
一
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
一
三
三
一
三
三
一
Ｆ
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
り
ま

ⅡⅡ

だ
船
が
出
入
り
し
て
、
に
ぎ
わ
っ
た
こ
州
す
。

Ⅲ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

川
統
一
標
語

市
が
開
か
れ
た
松
原
の
地

有
明
町
付
近

罷
玲
篭

ご
利
用
く
だ
さ
い

川
あ
と
で
よ
り
〃
い
ま
〃
か
大
切

川
火
の
始
末

Ⅲ
実
施
期
間

川

Ⅷ
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
二
十
六

‐
日
側
か
ら
十
二
月
二
日
㈲
ま
で
一

川
週
間

Ｉ
消
防
署
で
は
、
例
年
多
い
夕
。
ハ

ー
コ
の
投
げ
捨
て
や
、
子
ど
も
た
ち

‐
の
火
遊
び
に
よ
る
人
家
へ
の
延
焼

川
を
防
止
す
る
た
め
、
家
屋
周
辺
の

挫
早
地
（
空
地
）
の
枯
れ
草
等
の
除

皿
去
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皿
ご
相
談
は
、
消
防
署
（
警
防
係
）

川
に
遠
慮
な
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

川
Ｂ
二
二
’
二
二
五
八

消
防
署
よ
り
の
お
し
ら
せ
一

ー

一

時
間
午
前
十
一
時
、
午
後
二
時

入
場
料
大
人
九
○
○
円

高
校
生
六
○
○
円

中
学
生
以
下
四
○
○
円

（
※
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
一
、
○
○
○

円
、
七
○
○
円
、
五
○
○
円
で
す
。
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
吉
店
、

根
本
郷
酒
店
（
島
名
）
、
樫
村
商
店
（
下

手
制
）
、
日
立
市
民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ

ー
ト
（
磯
原
）
、
文
化
会
館

※
問
い
合
せ
先
文
化
会
館

冠
二
三
’
七
四
二

映
画
は
市
内
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
の
み

§週
松
竹
歌
劇
団
特
別
公
演

Ｓ
Ｋ
Ｄ
東
京
踊
り

入
場
料
Ａ
席
二
、
八
○
○
円

Ｂ
席
二
、
五
○
○
円

（
※
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
三
、
○
○
○

円
、
二
、
七
○
○
円
と
な
り
ま
す
。
）

入
場
券
発
売
中

十
二
月
十
六
日
日

名
画
鑑
賞
会
「
お
は
ん
」
ほ
か
一

鱗
11月17日(土)午後6時

(7）
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。



十
月
一
十
日
由
と
二
十
目
⑧
の
二
日
間
、
中
央
公
民
館
と

市
民
体
育
館
で
「
第
七
回
高
萩
市
公
民
館
ま
つ
り
Ｌ
が
開
か
れ

ま
し
た
。

日
ご
ろ
公
民
館
で
学
習
し
て
い
る
講
座
や
学
級
、
ク
ラ
ブ
生

が
円
精
込
め
た
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
、
交
流
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

二
つ
の
会
場
は
、
約
二
千
五
百
人
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

特
に
、
革
工
芸
や
七
宝
焼
な
ど
の
バ
ザ
の
部
に
は
、
た
く

さ
ん
の
人
が
お
し
寄
せ
て
大
好
評

み
ん
な
、
素
人
が
作
っ
た
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
す
ば
ら
し

い
作
品
ば
か
り
で
す
。

日
ご
ろ
の
実
習
、
学
習
の
成
果
は
、
文
化
の
向
上
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

す
ば
ら
し
い
作
品
が

勢
ぞ
ろ
い

市
制
施
行
三
十
周
年
記
念

～
第
七
回
公
民
館
ま
つ
り
～

…蕊#蝋 一齢､,

▲熱心なまなざし

（
）

▼これいいわね

〈
革
工
芸
ク
ラ
ブ
〉

私
た
ち
同
期
生
で
、
四
年
め
に
な
り

ま
す
。
同
じ
材
料
で
も
、
そ
の
人
の
個

性
に
よ
っ
て
ぜ
ん
ぜ
ん
違
っ
た
も
の
に

な
る
し
、
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
で
も

作
品
が
で
き
る
の
が
楽
し
み
。
今
ま
で

ボ
ト
ル
カ
バ
ー
や
バ
ッ
ク
、
お
さ
い
ふ

ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
た
。
友

だ
ち
や
家
族
な
ど
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

り
し
て
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

燕銀

(右)作山千鶴子さん(上手綱)と

(左)杉浦和恵さん(石滝）

｛

〈
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
〉

〃
き
れ
い
で
し
よ
、
７
／
・
〃
リ
ボ
ン
フ
ラ

ワ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
入
っ
た
の
が
四

年
前
、
み
ん
な
で
作
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
大
部
先
生
は
、
若
い
な
が
ら
も
勉

強
を
重
ね
ら
れ
、
大
の
ベ
テ
ラ
ン
。

先
生
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
に
楽
し
く

や
っ
て
ま
す
。

〈
藤
工
芸
ク
ラ
ブ
〉

公
民
館
の
ク
ラ
ブ
に
は
、
今
年
の
五

月
か
ら
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

一
人
で
本
を
み
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し

た
が
、
み
ん
な
で
な
ご
や
か
に
や
る
の

も
楽
し
い
で
す
。
材
料
も
い
ろ
い
ろ
手

に
入
る
し
、
大
き
な
も
の
に
も
挑
戦
で

き
そ
う
で
す
。

Q
（
》

談

(右)大部憲子先生(大和町)と

(左)松尾美代子さん(春日町）

喜山瑞枝さん

（東本町）

…~季～一 ｰ…‐ ｅ》霊呈ごシうぃユシ・今吾シナ《シナ八 …‐…
e/eへ玉/今e､eで/吾e､宝/群八玉/1。､天/霊、s七／子e、託/吾G、宝,今谷、

第
六
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

十
月
十
四
日
日
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
か
れ
約
二
八
○
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）
ネ
ッ
ト

優
勝
村
上
明
弘
七
一
・
四

二
位
鈴
木
浩
平
七
三
・
二

三
位
江
幡
幸
佳
七
三
・
八

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
大
和
田
通
明
七
八

な
お
、
当
日
の
益
金
の
一
部
が
社
会

福
祉
協
議
会
へ
、
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

高
萩
市
ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て

年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
ク
ロ
ッ
ケ

ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
愛
好
者
に
よ
り
、

協
会
の
設
立
を
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
参
加
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
体
育
館
、
念
二
三
’

二
五
五
二
ま
で

;'’鞍

鳥職
陶織’燕

錘

亀、

‘ ､ 1k

"…，科学万博鐘?<'ま'85 (8)



松
竹
歌
劇
団
特
別
公
演

Ｓ
Ｋ
Ｄ
東
京
踊
り

と
き
十
一
月
十
七
日
出
午
後
六
時

と
こ
ろ
文
化
会
館

入
場
料
Ａ
席
二
、
八
○
○
円

Ｂ
席
二
、
五
○
○
円

※
当
日
券
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
、
○
○
○

円
、
二
、
七
○
○
円
と
な
り
ま
す
。

第
二
回

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

と
き
十
一
月
十
八
日
⑧
予
選
二
十

三
日
俗
決
勝

と
こ
ろ
文
化
会
館

参
加
料
二
、
○
○
○
円

入
場
は
無
料
で
す
。

※
両
日
と
も
、
入
場
者
の
中
か
ら
抽
選

で
自
転
車
、
ラ
ジ
カ
セ
等
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

市制施行

30周年記念事業

市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典

と
き
十
一
月
二
十
二
日
附
午
前
十
時

と
こ
ろ
文
化
会
館

第
五
回
産
業
祭

と
き
十
一
月
二
十
三
日
鯛
午
前
九
時

二
十
四
日
㈹
〃

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
、
中
央
公
民
館

内
容
市
内
の
産
業
紹
介
と

物
産
の
展
示
即
売
会

第
十
三
回

み
ん
な
の
消
費
生
活
展

と
き
十
一
月
二
十
三
日
㈱
午
前
九
時

二
十
四
日
出
〃

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

内
容
消
費
生
活
パ
ネ
ル
展
示

起
震
車
に
よ
る
耐
震
テ
ス
ト

電
気
展
示
車
の
設
置

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

社
会
福
祉
援
護
募
金
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
十
一
月
二
十
五
日
⑤

午
後
一
時
三
十
分

と
こ
ろ
文
化
会
館

入
場
料
一
、
八
○
○
円
全
自
由
席

第
一
部
（
古
典
音
楽
）

コ
リ
オ
ラ
ン
序
典

↓
瑞
族
舞
曲

第
二
部
（
に
つ
ぼ
ん
の
歌
）

東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ

古
賀
メ
ド
レ
ー
ほ
か

第
三
部
（
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ポ
ヅ

プ
ス
）
愛
情
物
語

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
ー

驚鍵灘
雪'',, ‘'卵'''",､･･‘‘,""， ，‘,'．｡'･ ,',"･'",'‘",'‘．,',",,．"‘,'･'‘‘．,'‘･･‘'‘･'''･･‘,． ,''‘‘‘,"‘''‘，‘‘･‘‘''"‘'･･･‘'"',･･,‘‘"､,"｡,'"‘,･･,‘･卵‘"",'"‘‘．.,,･･､‘,. ,,‘"‘‘..‘‘･生 とと

言 こ き 朝第

： 国際電話をかけて ： ろ 日六

みませんか／ ：高士音目1回
: KDD茨城衛星適信所では､無料によ薮旦衾李エ
セ る国際電話の公開通話募集を行います。湖擬坐阜
卓 と き産業祭の両日 日会ン l

《 旧）－テ リ
午後0時から1時まで ’ ン

宅 ところ市民体育館KDD国際通信 字 リ グ
ン大

コーナー グ会

； 申し込みはがきに住所、氏名、年齢、 ；

職業、通話される相手方の名 を

前、電話番号、都市名、国名 ：

を記入のうえ、 11月15日まで 易
胃 量

に申し込みください。

： あて先〒318高萩市石滝字呉坪650 ：

F KDD茨城衛星通信所広報課：

： ※応募者多数の場合は抽選により決定し、 き

： 当選者には「はがき」で連絡します。 〈
弓,,, ,,.!,｡,,'1,,.‘‘10，，1，‘,,禽‘,,1.,,,,‘叩,,,‘‘,,,’’1, ,,,,‘‘,,, 巡!q,,､！‘,,!｡｡‘,. ,1, ‘1,. ,1,.,‘, ,1，‘,,,1.,1,‘,,､！.,,‘,,"叩, ‘",,q1,11q1,,,.,1,",,！‘,1,0,,,q』,I!",,‘ ,1, ,,,. ,1!『．

、se/eG,s－e/今g、se／色毛、韮／かG，少e/…｡e/ひE,s－E／容色、韮/色-急、玉/・唇、。e/色叫ﾗ、se/of弓、勤普e／倉毛､宝／霊､と歪/蔀、9e/課、今モソ詮

苫醗蕊曝篭費幹
守暉罰零戸一

癖落蕊認

あ
な
た
し
か
見
え
な
い
ほ
か

）

うへ

日
本
加
工
製
紙
株
式
会
社
》
市
立
幼
稚
園
の

孝
園
児
を
募
集
し
ま
す
／
，

か
ら
五
百
万
円
の
寄
附
《
来
年
の
四
月
か
ら
、
幼
稚
園
に
入
る

十
月
二
十
六
日
鰯
、
日
本
加
工
製
紙
《
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

今

《
入
園
資
格

株
式
会
社
の
取
締
役

高
萩
工
場
長
浦
上
良
文
さ
ん
《
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

本
社
総
務
部
長
塩
手
満
夫
さ
ん
一
五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

の
二
人
が
市
長
を
訪
ね
、
市
制
施
行
三
》
市
内
に
居
住
し
て
い
る
お
子
さ
ん
。

十
周
年
記
念
と
し
て
、
高
萩
市
に
五
百
一
願
書
受
付

万
円
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

》
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
八
日
㈱
か
ら

》

一

》

、

斜

罐

癖

蕊

鍵

溌

《
十
一
月
十
五
日
附
ま
で
。
時
間
は
午
前”

菖
蟇
・
・
ゞ
愚
・
巖
・
ゞ
富
・
言
昌
罵
ざ
・
・
言
・
意
亀
・
・
蟹
言
豊
・
冒
々
ゞ
↑
・
冨
葺
急
冨
ざ
薑
・
喜
冒
急
喜
琴
↓
急
・
爵
誉
・
ゞ
・
《
ざ
：
ゞ
・
富
罫
↑
・
・
〆
》
く
わ
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
学

町
今

、
名
名
で
卵
課
〈
恥
垂
務
課
恋
二
三
三
三
一
ま
た
は
、
各

蹄
和
国
華
恥
郵
壷
吋
伽
《
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。噛迎

(9) ｢市政案内」は（23） 1 151 . 1 152ですテレフォンサービス



日曜当番医

２
６

０
６

２
２

２
３

２

２

２

３

樋渡医院
11月11日

安良川 23-1122
'1月'8R |協旧' 病院
11月25日 |全生堂医院皇堂医院11月25日 本 町22-2306

1 1 ｜ 医院春 日町23-3100

三

三

三
E＝ 12月2

も午前9時から午後4時までです時間は、いずれ三

三

三

三

三

三
昌三 Ｕ

加
藤
竹
宏
さ
ん
安
良
川

五
千
円
社
会
福
祉
へ

Ｕ
笹
川
愛
夫
さ
ん
高
戸

新
品
衣
服
二
百
点

ハ
）
黒
沢
三
蔵
さ
ん
高
戸

二
千
七
百
七
円
社
会
福
祉
へ

○
茨
城
県
釣
り
団
体
協
議
会
高
萩
支
部

一
万
七
千
三
百
三
十
円
社
会
隅
祉
へ

善
意
あ
り
が
と
う

盆栽

花屋の店頭には、ビラカンサスやまゆみ等、色々
な実物の盆栽が飾られ、道行く人も足をとどめる。
緑を育てる週間にちなんで、つるうめもどきを求め

、 て帰る。こんな小さな木に実を ぱいに付け、葉も
、 黄葉しかけている。やがて冷え込みも一段と酷しく

－なり、赤い実がはじける頃が楽しみだ。
絵と文伊藤龍馬

l11111111111111111111111111111llllllllllll1llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

はかりの定期検杳を実施します

はかりの定期検査を11月29日から12月6日まで、下記会場で実て

施いたしますので、 「取引」 ・ 「証明」に使用される人は、必ず皇

検査を受けてください。

検査日程

（
｝

お
し
ら
せ市

立
図
書
館
Ｉ

蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
と
お
り
休

館
に
な
り
ま
す
。
（
返
却
ポ
ス
ト
は
こ

利
用
に
な
れ
ま
す
卿
）

○
十
一
月
十
一
日
㈹
か
ら
十
七
日
出
ま

で
の
一
週
間

三

一

冊 園
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
北
畠
暢
男
さ
ん

○
大
平
浅
利
さ
ん

○
柏
義
夫
さ
ん

臨
時
休
館
日
の

本
町

大
和
町

一
同
寺
秋間 検査会場｜ ‘報| 検査

59,,"

日

高萩市商工会

秋山小学校

H主
畔､I㈱ 午前10時 ～午後3

午前10時 ～午前11 時30分 ｜

■

三

里

・

・

■

宅

一

・

・

二

・

・

二

号

・

’

二

手

・

・

量

争

一

・

・

・

・

量

一

画

一

・

・

・

昌

・

弓

一

・

二

と

子

呂

一

三

呂

・

二

皇

寺

｜

》

・

二

三

■

二

画

一

・

・

呂

争

一

か
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人口と世帯～

前月比

33,618 （＋13）

16,465 （＋4）

17,153 （＋9）

10,039 (-8)

59年10月1日現在）

一

1 1月の納税
’F後1時 ～午後2時 ｜上手lil生沼改善セ 圭11 ．30

／へ
％

マ 下手綱公民館 人口

男

女

世帯

(昭和

国民健康保険税（3期）午後2 11キ10分～午後3時

I午前10時 ～午前10時20分烏曽根三代商店前

午前10時40分～午前11時 下大能佐川景能氏

納期限 11月30日

｜

午前11時10分～午前11時20分上大能|玉|丼商店前

｜

’

12 ． 3 (川卜

｢二後0時3()分～午後0時50分 上君H1生活改善センタ

と
こ
ろ

相
談
員

主
催

と
き午後1時20分～午後2時 ｜下君腓|松本商店前 日

本
刀
展
示
と

無
料
相
談
会

F後2時30分～午後3時 ｜横川豐田商店可
十
一
月
二
十
四
日
出
、
二
十
五

日
⑧
午
前
十
時
～
午
後
四
時

歴
史
民
俗
資
料
館

県
銃
砲
刀
剣
登
録
審
査
員

高
萩
市
教
育
委
員
会

財
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

茨
城
県
支
部

124㈹ 午前10時 ～午後3時 高萩車検場

12 5㈱|午前10114; ‐午霞3時 ｜所撒場所(:噌開
12 .6 (ｵ， 午前10時 ～午後3時 高萩｢|了簡工会

昨年の検査期間後にはかl)を購入された人は市役所商工享

課(TEL23-2111内線462) まで連絡してください。 三

埼禽くば'8§成功させよう科学万 (10

卜王医院


